






Z4 農耕の技術12

写真1 有馬条里遺跡のFA層に埋没した水田：小区画（小畦）が造られ

つつある状況を示している。

写真2 御布呂遺跡の水田面：大区画を単位とした各水田内の状態はそれ

ぞれが異なっており， 田植え直前の田面作業の進捗状況を示して

いる。
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て円形の砲屋が独立してある。雑舎らしい建物は垣根内には検出されていない。

しかし， 円形の機能不明の建物がある。 このほかの住居群は確認されてはいな

いが， 周辺の未発掘部分にも住居群があることは確実視されている。

畠作耕地は居住域を取り巻く空間が利用されている。 ここでも明瞭な畝立て

のある畠と不鮮明なものとの二種があり， そのほかにかつての耕作地も確認さ

れている。 なお， 図示した区域外にある小規模な沖稲低地で， 1区画が4m2 

から6面の水田が6面ほど検出されている（写真3)。 また， “小区画の畠
”

はすべて垣根の外の畠作耕地内で検出されている。

写真3 西組遺跡で検出された水田：集落の端にある小さな沖積低地が開
田されている。

N. 陸苗代の考古学的所見

1. 小区画の畠

“小区画の畠
”

は． 黒井峯遺跡で14カ所， 西組遺跡で4カ所（内2カ所は図

外）が検出されているが． 最近では西組遣跡の西側に接した押手遺跡で1カ所
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写真5 黒井峯遺跡のB区138号畠の陸苗代：柵列内の平地建物群ととも

に検出されている。

写真6 黒井峯遺跡の B 区192号畠（左横）と C 区134号畠（右下から右横）

の陸苗代：平地住居を取り囲むように検出されている。 B 区192

号は C 区134号にくらべて偏平である。
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